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１．はじめに  梅崎ら 1)～3)は，天然ゼオライトの

浄化効果に着目して，諏訪湖湖岸において浄化実証

実験および室内カラム試験を実施している． 

図-1 に天然ゼオライトを用いた水質浄化対策を

示す．図-1(a)は湖内浄化対策であり，生活に密着し

た湖岸付近に対象範囲を区切った対策である．透水

性の囲繞堤により堤内外の水循環を保ちつつ，栄養

塩類の堤内への流入および湖底からの溶出を抑制す

るものである．梅崎ら 1),2)は，諏訪湖湖岸において

実証実験を実施し，図-1(a)のように囲繞堤内では栄

養塩類が減少し，アオコの発生を抑制できることを

確認している（図-2(a)）．また，湖底からの栄養塩

類の溶出抑制効果も室内カラム試験 3)により確認している

（図-2(b)）．一方，図-1(b)は河道内浄化対策 4)である．川

底に敷設した天然ゼオライトおよび天然ゼオライト透水堰

により栄養塩類の吸着し，湖内への流入を抑制するもので

ある．ただし，天然ゼオライト中を透水する場合の吸着効

果については未確認である． 

本文では，天然ゼオライト中を短時間透水した後の湖水

中の栄養塩類の含有量およびそのときの天然ゼオライトの

吸着量にもとづいて，天然ゼオライトの浄化効果について

検討するために，実験装置の開発，実験方法の確立，短時

間の透水試験の実施について報告する． 

２．実験概要  粒径 1～3mm に調整された天然ゼオライ

ト(MG イワミライト 5)，図-3)を用いた．図-4 に天然ゼオ

ライトの透水係数を示す．純水で十分に洗浄して，天然ゼ

オライトの微細な粉末を除去したものを用いた． 

実験装置および実験手順の概略を図-5に示す．実験装置

は 2 つのアクリル製カラム（内径 10cm）から構成されてい

る．カラム A の下部にテフロン製のフィルター（穴径

0.75mm）を設置し，その上に天然ゼオライトを相対密度

Dr=60%程度で所定の厚さに設置した．次に，カラム B の

湖水を透水速度 1mm/min でカラム A 下部から注水する．

このとき，カラム B をマリオット給水装置として使用し注

水速度を一定に保った．天然ゼオライトがすべて水浸する

まで注水したのち，カラム A の上部から所定量を注水して

初期状態とした．その後，カラム A にマリオット管を設置

して，1mm/min で下部より排水させた．このとき，カラム

A 下部の湖水と注水時に天然ゼオライト中を透水した湖水

を排水した後，所定時間透水させた湖水を採水した．事前

 
(a)湖内浄化対策 

 
(b)河道内浄化対策 

図-1 天然ゼオライトを用いた水質浄化対策 4) 

 

 
(a)諏訪湖湖岸における水質浄化実証実験 2) 

 
(b)室内カラム溶出試験 3) 

図-2 水質浄化実験結果の一例 

 

図-3 天然ゼオライト 

 
図-4 天然ゼオライト（1～3mm）の透水係数 
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に，色水を用いた予備試験を実施し（写真-1），カラム下部の湖水およ

び間隙水を排水した際に，天然ゼオライト上方の湖水との混合が見ら

れなくなる時間を決定した．ゼオライトの敷設高さを透水時間にあわ

せて，1，3，15，30cm とした．諏訪湖湖水を天然ゼオライトに 1，3，

15，30，60 分間透水させ，表-1に示す計測および分析を実施した．60

分の実験は，厚さ 30cm のゼオライトを 2 回透水させて実施した．天

然ゼオライトの吸着効果を検討するための実験は，カラム A 下部から

の注水過程のみにより実施する． 

３．実験結果および考察  図-7 に水温，DO，pH，ORP および EC

の経時変化を示す．いずれも大きな変動は見られない．湖水中の栄養

塩類の含有量分析を実施中である．ゼオライトの吸着量分析のための

実験も現在実施中である． 

４．まとめ  河道内に天然ゼオライト透水堰を設置する場合を想定

して，透水型カラム吸着試験装置を新たに作製した．吸着試験の前に，

天然ゼオライトと水との透水（接触）時間が短い場合の栄養塩類の吸

着性能を評価するための試験方法を確立した．そして，諏訪湖より採

取した湖水を用いて試験を実施した．天然ゼオライトとの接触時間 0，

1，3，15，30，60 分の湖水に対して pH，ORP，EC の変化を計測した．

現在，湖水中の COD，全窒素，全リン，アンモニア態窒素，亜硝酸態

窒素，硝酸態窒素の含有量分析を実施中である． 
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図-6 経時変化 

 

図-5 実験装置および実験手順 

   
(a)0 分 (b)3 分 (c)10 分 

写真-1 色水を用いた予備実験 

表-1 測定・分析項目 

 測定・分析項目 

湖水 
水温，DO，pH，ORP，EC，COD，全窒素，全リン，

アンモニア態窒素，硝酸態窒素，亜硝酸態窒素 

天然ゼオライト 
全窒素，全リン，アンモニア態窒素，硝酸態窒素，亜

硝酸態窒素 
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